
2024年1月22日

JICA 経済開発部

⚫2023年度実績

⚫第５回年次フォーラムのテーマの背景

⚫今後の取り組みについて



2023年度の分科会実績 (2024年3月末までの予定を含む）

分科会 内容 開催時期

フードバリューチェーン
（含む農業ＤＸ）

⚫ 昆虫バリューチェーン基礎調査結果報告会
循環型経済への貢献や代替たんぱく質として注目されている昆虫産業に関して、
国際協力への貢献可能性を確認する調査を実施しました。本調査結果についての
ご報告、及び今後の取り組みについて意見交換を行います。

2024年2月下旬予定

アフリカ農業 ⚫ 日・アフリカ農業イノベーションセンター（AFICAT）ビジネスフォーラム
農業機械の市場規模の大きいサブサハラアフリカ5ヵ国（タンザニア、コートジボ
ワール、ナイジェリア、ガーナ、ケニア）の政策担当者を日本に招聘し、本邦企業を中
心に、生産性向上に向けた現状、課題、ニーズを共有しました。

⚫ AFICATパイロットプロジェクト報告会
上述アフリカ5カ国で2年間実施したパイロット活動の経緯、実績の報告、気づき
の点を振り返るとともに、今後の展開について議論しました。

2023年 5月22日

2023年12月19日

水産 ⚫ JICAグローバルアジェンダ（JGA）×海外協力隊「海の恵み届け隊」発足
JGAとJOCVの連携の一環として、「海の恵み届け隊」を発足しました。登録隊

員とプロジェクトやJICA専門家のネットワーク構築や緩やかな連携を目指します。

⚫ JICA水産分野における国際協力キャリアセミナー「職業人に聞く、国際協
力×水産業の世界」
東京海洋大学会場とオンラインによるハイブリッド開催により、水産分野を専攻

する大学・大学院生に対し、JICA協力事業やJOCVの紹介の他、現役コンサルタ
ント4名を招聘して国際協力業界（水産分野）におけるキャリア形成についてパネル
ディスカッションを実施しました。

2023年11月

2024年1月19日

https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/agricul/aficat/index.html
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/agricul/ku57pq00002cubgq-att/agricul.pdf
https://www.jica.go.jp/activities/issues/agricul/jipfa/__icsFiles/afieldfile/2024/01/09/panf2401.pdf
https://www.jica.go.jp/activities/issues/agricul/jipfa/__icsFiles/afieldfile/2024/01/09/panf2401.pdf


2023年度の分科会実績 (続）

分科会 内容 開催時期

畜産・家畜衛生 ⚫ JICAグローバルアジェンダ（JGA）×海外協力隊「家畜健康守り隊」
発足
JGAとJOCVの連携の一環として、「家畜健康守り隊」を発足しまし
た。登録隊員とプロジェクトやJICA専門家のネットワーク構築や緩や
かな連携を目指します。

⚫ 畜産・家畜衛生分野における国際協力知見共有セミナー
世界各国で実施中の畜産・家畜衛生分野のJICAプロジェクトに携わる
専門家の皆様からの活動成果の報告、参加者との質疑応答を行いました。

2023年11月

2023年11月17日

農業とレジリエンス
（気候変動）

2024年度第１四半期で調整中です。調整の内容は、「今後の取り組み」のスライ
ドに掲載しています。

2024年度第1四半期

https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/agricul/ku57pq00002cubgq-att/agricul.pdf
https://www.jica.go.jp/activities/issues/agricul/jipfa/__icsFiles/afieldfile/2023/10/25/seminar_231117_01.pdf


第５回年次フォーラムのテーマの背景
⚫ 第4回年次フォーラムの事後アンケートの結果、最も関心の高い分野は気候
変動対応（緩和策、適応策）でした。また、JiPFAにおいてフードチェーンの中
流段階（生産地～市場の輸送等のロジスティクス）に関する情報交換が相対
的に弱いことが明らかになりました。

⚫ 気候変動対応（緩和策、適応策）については2024年第1四半期開催予定の
JiPFA農業とレジリエンス（気候変動）分科会で議論します。

⚫ 本フォーラムは、食料安全保障に不可欠なロジスティクスの面、特に、フード
チェーンの各段階で発生する食品ロス・廃棄削減に焦点を当てます。

⚫ JICAの取り組み、現場で具体的な取り組みをしている民間企業に知見を紹
介いただくとともに、国連食糧農業機関からフードチェーン全体を俯瞰した本
問題への対策の方向性についてコメントをいただきます。これにより、従来、
JiPFAの中で情報交換の少なかった当該分野の議論を活発し、更なる食と
農の分野における産学官連携の場とすることを目指します。



今後の取り組み
分科会 内容 開催時期

フードバリューチェーン（含
む農業ＤＸ）

⚫ 「フードバリューチェーン構築」協力方針紹介
フードバリューチェーン構築は、JICAグローバルアジェンダ「農業・農村開発（持続
可能な食料システム）」の協力方針の一つです。協力方針ペーパーを公開次第、協力
内容を紹介する予定です。

2024年度第4四半期

アフリカ農業 AFICATの取り組み等について、情報共有、意見交換を検討中です。 検討中

水産

⚫ 「水産ブルーエコノミー振興」協力方針紹介
水産ブルーエコノミー振興は、JICAグローバルアジェンダ「農業・農村開発（持続

可能な食料システム）」の協力方針です。同協力方針を公開後、水産ブルーエコノミー
振興に関する協力を紹介する予定です。

⚫ キャリアセミナー
学生/若手の将来の専門家育成を目的に開催する予定です。

2024年度第１四半期

2024年度第3四半期

畜産・家畜衛生

⚫ 「家畜衛生強化を通じたワンヘルスの推進」協力方針紹介
家畜衛生強化を通じたワンヘルスの推進は、JICAグローバルアジェンダ「農業・農
村開発（持続可能な食料システム）」の協力方針です。同協力方針を公開後、ワンヘル
スに関する協力を紹介する予定です。

2024年度第１四半期

農業とレジリエンス
⚫ 農業・農村開発分野における気候変動対策の取組等紹介

JICAにおける検討状況の紹介、緩和策を含めた気候変動対策の取組状況につい
て、実施機関からの情報提供を想定しています。

2024年度第１四半期

https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/agricul/jipfa/ku57pq00002kzmhq-att/marine_01_data01.pdf
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/agricul/ku57pq00002cubgq-att/agricul.pdf
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/agricul/ku57pq00002cubgq-att/agricul.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000172990.html
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/agricul/ku57pq00002cubgq-att/agricul.pdf
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/agricul/ku57pq00002cubgq-att/agricul.pdf

	スライド 1
	スライド 2: 2023年度の分科会実績 (2024年3月末までの予定を含む）
	スライド 3: 2023年度の分科会実績 (続）
	スライド 4: 第５回年次フォーラムのテーマの背景
	スライド 5: 今後の取り組み

